
ｘ 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

○単元観 

本単元は，学習指導要領のＣ－(１)の，「具体的な事象の中から二つの数量を取り出し，それら
の変化や対応を調べることを通して，一次関数について理解するとともに，関数関係を見いだし表
現し考察する能力を養う」ことを目標としている。 

小学校算数科では，第４学年から第６学年にかけて，数量の関係を□，△，ａ，ｘ等を用いて式
に表しそれらに数を当てはめて調べたり，変化の様子を折れ線グラフで表し変化の特徴を読み取っ
たり，比例の関係を理解しこれを用いて問題解決したり，反比例の関係について理解したりしてき
ている。第１学年では，具体的な事象における二つの数量の変化や対応を調べ，関数関係について
理解し，比例，反比例を関数としてとらえ直した。そこでは，変数と変域や座標について理解する
とともに，比例，反比例の関係を表，式，グラフ等で表し，それらの特徴をとらえ，比例，反比例
を用いて具体的な事象をとらえ説明することを学習している。 
第２学年では，第１学年と同様に具体的な事象における二つの数量の変化や対応を調べることを

通して，一次関数について考察する。また，一次関数は比例の学習の発展でもあり，同時に，変化
の割合に着目するなど，文字を用いた式によって関数をより深く学習する入口ともなっている。 
 
○生徒観 

 今年度行った，広島県「基礎・基本」定着状況調査の関数領域における問題は，６と 10 であ 
った。内容は，６（１）が，表から２つの数量関係を式で表したものを選択する問題。６（２）は，
比例のグラフ上にある点の座標を１つ答える問題。10（１）は，一部の比例のグラフから，グラフ
上に示されていない値を求める方法を説明する問題。10（２）は，時間を１/２倍にするためには，
速さを何倍にすればよいかの答えと理由を選択する問題であった。 
６の問題については通過率が 80％を超えておりおおむね定着が図られているものの，10 の問題

では，下記の表から分かるように，数学的用語を用いて説明する力や日常的な事象から２つの数量
関係の変化や対応の仕方を読み取る力に課題があることが分かる。 

１０ (１) 解答類型６ 8.6% 解答類型７ 2.3% 解答類型９ 26.5% 解答類型 10 10.8% 

通過率 

51.8% 

【県差-1.8%】 

記述不足 
例：式を求めればよい 
例：代入すればよい 
例：比例式をつくればよい 

記述不足 
例：表をかけばよい 
例：数値を使って計算すれ    
ばよい 

左記以外の解答による誤答 無解答 

１０ (２) 解答類型２ 41.0% 解答類型３ 14.9% 解答類型４ 5.8% 解答類型 10 1.8% 

通過率 

36.5% 

【県差-0.3%】 

歩く速さを２倍にすればよ
い。なぜなら，式から到着ま
でにかかる時間は歩く速さ
に比例するから。 

歩く速さを 1/2倍にすればよ
い。なぜなら，式から到着ま
でにかかる時間は歩く速さに
比例するから。 

歩く速さを1/2倍にすればよ
い。なぜなら，式から到着ま
でにかかる時間は歩く速さ
に反比例するから。 

無解答 

 
○指導観 

指導にあたっては，主体的・探究的な学びとなるよう，常に生徒が必然性を持って活動できるよ
う，①単元の学習のつながりを意識させること，②単元全体にストーリー性を持たせることなど踏
まえ，課題の設定を工夫する。そこから生徒は，必要な情報を取捨選択し，既習事項をもとに課題
を解決していく活動を積み重ねることで，思考力・判断力・表現力の向上を図る。さらに，個人で
解決が難しい課題や支援が必要な場面，又は自分の考えを深めたり広げたりする場面において，４
人班を適宜仕組み，協力して課題に取り組んだり，意見を交流したりするための時間をとる。また，
特に授業に遅れが出るような生徒に関しても机間指導や補助的なワークシート等で支援すること
に加え，この４人班における教え合い活動で，「分かる生徒が積極的に教える」「分からない生徒
は積極的に質問する」という視点で評価を行い，生徒が主体的に学ぶことができる環境をつくる。 
本単元では，日常生活にある具体的な事象を多く取り入れ，興味・関心を持たせ，処理的なもの

だけの習得にとどまることなく，関数関係を見いだす力や多様な手法により結果を推測したり判断
したりする力も養わせる。 
 

単元について 

数学 第２学年 福山市立城北中学校 指導者 菅 隆幸 

   

 

 

 

 

「一次関数」 
単
元
名 

本単元で育成する資質・能力  

 

 

 

思考力・判断力・表現力 主体的に学ぶ力 他者とかかわる力 



 
 
（１）事象の中には一次関数として捉えられるものがあることを理解することができる。 

（２）一次関数について，表，式，グラフを相互に関連付けて理解することができる。 

（３）二元一次方程式を関数を表す式とみることができる。 

（４）一次関数を用いて具体的な事象をとらえ説明することができる。 
 
 
  

ア 数学への 

関心・意欲・態度 

イ 数学的な 

見方や考え方 
ウ 数学的な技能 

エ 数量や図形などに 

ついての知識・理解 
①一次関数に関心をもち，
具体的な事象の中から一
次関数として捉えられる
２つの数量関係を自ら見
いだしたり，式で表した
りしようとしている。 

②一次関数のグラフに関心
をもち，その特徴やかき
方などを，グループで協
力して調べようとしてい
る。 

③二元一次方程式と一次関
数の関係に関心をもち，
二元一次方程式の解と一
次関数のグラフの関係に
ついて考えようとしてい
る。 

④具体的な事象から取り出
した２つの数量の関係に
ついて，自ら課題を見い
だし，その課題解決のた
めに他者の考えも踏まえ
よりよい方法を見いだそ
うとしている。 

①一次関数の変化の割合が
一定であることを表から
見いだすことができる。 

②一次関数の変域をもと
に，グラフの両端の座標
に着目し，効率的にグラ
フをかく方法を見いだす
ことができる。 

③与えられた情報から，一
次関数の式を求めるため
のよりよい方法を見いだ
すことができる。 

④連立二元一次方程式の解
は，２つの二元一次方程
式のグラフの交点の座標
と一致することを見いだ
すことができる。 

⑤グラフから，その事象に
おける２つの数量関係が
どのように変化したのか
を正確に捉え，その事象
の変化の様子を文章で説
明することができる。 

⑥事象の２つの数量の変化
の様子をグラフにおこし
た際の交点に着目しその
座標を求めることによっ
て課題を解決することが
できることの見通しを持
つことができる。 

⑦具体的な事象から取り出
した２つの数量の関係が
一次関数であるかどうか
を判断し，その変化や対
応の特徴を捉え，表や式，
グラフなどを用いて説明
することができる。 

①一次関数の式をもとに，
切片と傾きに着目し，効
率的にグラフをかくこと
ができる。 

②与えられた情報から，一
次関数の式を求めること
ができる。 

③二元一次方程式ａｘ＋ｂ
ｙ＝ｃのグラフをもと
に，ａ＝０やｂ＝０の場
合のグラフをかくことが
できる。 

 

①一次関数の変化の割合の
意味を理解し，かつ「増
加量」ということばを用
いて変化の割合を表す方
法を身に付けている。 

②一次関数の傾きと切片の
意味を理解することがで
きる。 

③学習してきた，一次関数
の表・式・グラフの関係
を整理することで，理解
を深めることができる。 

④学習してきた，一次関数
と二元一次方程式との関
係を整理することで，理
解を深めることができ
る。 

⑤一次関数について，身に
付いた事を整理するとと
もに，日常のさまざまな
事象において，一次関数
を活用することで，変化
や対応の様子を調べた
り，予測したりすること
ができたことを振り返る
ことができる。 

 

 
 
 

本校の育てようとする資質・能力 
評価の観点 

関 考 技 知 

知識       ○ 

スキル 

思 考 力・ 

判 断 力・ 

表 現 力・ 

思 

①学習したことを使って，自分の考えをまとめる力 

②根拠をもとに，正しい判断をする力 

③よりよい解決のため，いろいろな見方・考え方を持つ力 

④自分の考えを相手が納得できるよう分かりやすく伝える力 

 ○ ○ ○ 

意欲 

態度 
主体的に学ぶ力 主 ①自ら考え，判断し，行動する力 ○    

価値観 

倫理観 

他者とかかわる力 他 
①他者と協力（協働）して，課題を解決しようとする力 

②他者との関わりを通して自分の考えを深めたり広げたりする力 
○ ○   

社会貢献力 社 
①地域のよりよい社会のために，何をすべきかを考え実行しようとす

る力 
    

自己形成力 自 
①前向きにチャレンジし，より自律・自立した人間になろうとする力 

②自信を持つ力 
    

 

単元 の目標  

単元 の評価規準  

資質・能力と評価の観点とのかかわり 



 

 

Ⅰ具体的な事象の中から二つの数量について，Ⅱそれらの変化や対応を調べることを通して， 

Ⅲ一次関数に対する理解を深め関数関係を見いだし表現し考察する力を養う。 

 
 
 

パフォーマンス課題① 評価基準 

あなたは，携帯電話会社ソフトダンスの販売員です。 

今，Ｍ先生とＨ先生，Ｓ先生の３名がソフトダンスで

新型スマートフォンの j-phone を買い替えようと検討

していますが，３つあるプランのうち，どのプランで

買えばよいか悩んでいます。そこで，販売員のあなた

は，３人の先生に納得して買っていただくため，先生

たちの現在の携帯電話の利用状況を聞き，お得なプラ

ンをプレゼンします。プレゼンの際には，見た目でも

分かりやすいよう工夫してくれるといいですね。 

Ａ 

他者の考えも踏まえ自ら結論を導き，その結論を表や

式，グラフ等の数学的な表現を用いて，的確に説明する

ことができている。 

Ｂ 
グループに協力を仰ぎながら，資料から必要な情報を取

り出し，それを表やグラフなどで整理・分析して結論を

導き出すことができている。 

Ｃ 
グループと協力して，資料から必要な情報を取り出し，

課題を解決しようとしている。 

パフォーマンス課題② 評価基準 

１９９９年のスキージャンプ世界選手権大会では，
日本人が金銀銅を独占しましたが，その後のルール変
更により，翌２００１年の大会では，日本人がメダル
を手にすることができませんでした。日本スキー連盟
の会長であるあなたは，「日本人が活躍できなかった
のは，このルール変更にある」という日本人選手のフ
ァンの声を受けて，国際スキー連盟に抗議するかどう
か考えています。次の資料をもとに，抗議をするかし
ないか決断してください。またその理由も説明してく
ださい。 

Ａ 

他者の考えも踏まえ自ら結論を導き，その結論を表や

式，グラフ等の数学的な表現を用いて，的確に説明する

ことができている。 

Ｂ 
グループに協力を仰ぎながら，資料から必要な情報を取

り出し，それを表やグラフなどで整理・分析して結論を

導き出すことができている。 

Ｃ 
グループと協力して，資料から必要な情報を取り出し，

課題を解決しようとしている。 

 

 

 

時 
学習

過程 

○学習内容 

●学習テーマ 

評     価 

関 考 技 知 
評価規準 

（評価方法） 

◇資質・能力育成場面 
  【資質・能力】 
◆資質・能力評価場面 
  【資質・能力】 

（評価方法） 

１ 

課
題
の
設
定 

○ともなって変わる２つの数量関係を
見出し，一次関数の関数関係につい
て考察する。 

●今まで学習した関数と何が違うか
な？何が同じかな？ 

◎    
ア－① 

（行動観察） 

◇本単元で学習した数

学的用語や方法を説明

の際に使わせるように

する。 

【思－①】 

◇複数の表やグラフ，式

などを比べることで１

次関数の特徴を見いだ

しその特徴を根拠にし

た説明をさせる。 

【思－②】 

◇個人思考で考えをま

とめ，集団思考において

考えを広げ，再度個人思

考により考えを深める

場を設定する。 

【思－③】 

２ 

情
報
の
収
集 

整
理
・
分
析 

○表と式とグラフ① 
●一次関数って，どんな値の変化の仕 
方をするのか調べてみよう！    ◎ 

エ－① 

（ノート） 

３  ◎   
イ－① 

（ノート） 

４ 

○表と式とグラフ② 
●一次関数のグラフってどんな特徴が 
あるのか調べよう！（切片） ◎    

ア－② 

（行動観察） 

５ 

○表と式とグラフ③ 
●一次関数のグラフってどんな特徴が 
あるのか調べよう！（傾き） 

   ◎ 
エ－② 

（ノート） 

 

単元 の終末におけるパフォーマンス評価  

本単元のⅠ学習内容とⅡ学習活動，Ⅲ単元として育てたい資質・能力  

指導 と評価の計画  



６ 

情
報
の
収
集 

整
理
・
分
析 

○表と式とグラフ④ 
●一次関数のグラフかき名人になろ
う！ 

  ◎  

ウ－① 

（ワークシート・

行動観察） 

◇グループ内で全員が

表・式・グラフ等を用い

てプレゼンをする場を

設定する。 

【思－④】 

◇「なぜ？」「やってみ

たい」と自らの必然性を

強く感じさせるような

課題設定を行う。 

【主－①】 

◇難易度の高い課題を

設定し，他者と協力して

解決の見通しをもつ場

を設定する。 

【他－①】 

◇周りからの意見を交

流する場を設ける。 

【他－②】 

７ 

○表と式とグラフ⑤ 
●変域があるとき，一次関数のグラフ 
はどうなるんだ？ 

●切片が分数のとき，一次関数のグラ 
 フはかけるのか？ 

 ◎   

イ－② 

（ワークシート・

行動観察） 

８ 

○表と式とグラフ⑥ 
●グラフから一次関数の式をつくれる
かな？（傾きと切片，１点の座標と
傾きが与えられている時の求め方） 

  ◎  
ウ－② 

（ノート） 

９ 

○表と式とグラフ⑦ 
●グラフから一次関数の式をつくれる 
かな？ （２点の座標，複数の情報
が与えられている時の求め方） 

 ◎   
イ－③ 

（ノート） 

10 

○表と式とグラフ⑧ 
●学習したことが使えるように整理し 
よう！    ◎ 

エ－③ 

（コンセプトマップ） 

11 

課
題
の
設
定 

○一次関数と二元一次方程式 
●一次関数と二元一次方程式は同じも 
の？違うもの？ 

◎    
ア－③ 

（行動観察） 

12 

情
報
の
収
集 

整
理
・
分
析 

○ｙ＝２，ｘ＝２のグラフ 
●ｙ＝２，ｘ＝２は関数なのか？ 

  ◎  
ウ－③ 
（ノート） 

13 

○グラフの交点と連立方程式の解 
●グラフの交点ってどんな意味がある 
のだろう？  ◎   

イ－④ 

（ノート） 

14 

○一次関数と二元一次方程式の関係 
●学習したことが使えるように整理し
よう！    ◎ 

エ－④ 

（コンセプトマップ） 

15 
ま
と
め
・
創
造
・
表
現 

○図形の動きをグラフで読み取る 
●グラフの読み取り名人になろう 

 ◎   
イ－⑤ 

（ワークシート） 

◆【思－①，②，③，④】 16 

○グラフの交点を分析する 
●２人はいつ出会うことができるのか 

 ◎   
イ－⑥ 

（ワークシート） 

17 

【パフォーマンス課題①】 
○グラフから分析する 
●携帯電話を売り込もう  ◎   

イ－⑦ 

（ワークシート） 

18 
実
行 

【パフォーマンス課題②】 
○資料から分析する 
●ルール改正に意見しよう ◎    

ア－④ 

（ワークシート） 

◆【主－①】 

【他－①，②】 

19 

振
り
返
り 

○単元の振り返りをする 
●学びの過程を振り返ろう 
 

   ◎ エ－⑤ 

（コンセプトマップ） 

 

 

 

 



 

 

 

（１限目/19） 

 学 習 活 動 指導上の留意点 
評価規準 

(評価方法) 

【資質・能力の評価】 

導
入
（
５
分
） 

 
・関数とは何であるかを振り返る。 

 

 

 

 

・「関数とは何か」という問いに対して，生徒がど

のように捉えているかを確認する。 

・関数の定義について再度確認をしておく。 

 特に「・・・ｙの値もただ一つ定まる」という表 

現はしっかりと押さえる。 

 

 

 

 

 

 

 

展
開
（
４
０
分
） 

・６つの関数について，入力と出力 

の値の例からどのような変換が行 

われているのかを式で表す。 

 

 （例） 

 

 

 

 

 

 

・水道の水を容器に入れる状況を例 

示し，新たに学習していく一次関 

数について理解をする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・上記右側の事象をモデルに表から 

「はじめに入っている水の量」と 

「１分間に増える水の量」を見い 

だすことで，その関係を式に表す。 

・６つの関数には，既習した比例，反比例，２乗に 

比例する式，一次関数などを順に用意しておく。 

・これまで学習した関数以外にもいろいろな関数が 

あることに気づかせる。 

 「  ⇒あれ？これも関数なのかな？ 
 

 

 

 

 

 

・容器が空の状態から水が増えていく場合と，は 

じめに水がたまっているところに水が増えていく 

場合とを比べさせ，後者は比例と状況が似ている 

が，比例とは違うことに気付かせる。 

・後者は，ｙ＝○ｘ＋△という形で式を表すことが 

できるが，この問題では，「はじめに入っている 

水の量が△L」，「１分間に増える水の量が○L」 

であることを，確認する。（※これをこれから学 

習する一次関数の基本のモデルにするので，この 

表現はしっかりと生徒に押さえておく。） 

 
 
 

・表のどこを見れば，「はじめに入っている水の量」 

 と「１分間に増える水の量」が分かるのかを全体 

で確認する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ア－① 

一次関数に関心を

もち，具体的な事

象の中から一次関

数として捉えられ

る２つの数量関係

を自ら見いだした

り，式で表したり

しようとしてい

る。 

（行動観察） 

ま
と
め
（
５
分
） 

・本時のまとめと本単元の見通しを 

確認する。 

・ｙ＝ａｘ＋ｂの形で表すことができるとき，ｙは 

ｘの一次関数であるということと，比例ｙ＝ａｘ 

は，ｂ＝０のときの特別な場合であることを確認 

する。 

・日常の世界には，基準量から一定の間隔で増加し

たり減少したりする関係はたくさんある。そうい

った事象について学習していくことを確認する。 

 

 

 

 

本時 の学習  

課題の設定 

【本時のめあて】 

新しい関数を探し出そう。 



（２限目/19） 

 

 学 習 活 動 指導上の留意点 
評価規準 

(評価方法) 

【資質・能力の評価】 

導
入
①
（
１
０
分
） 

 
・３つの蛇口からそれぞれ水を流す

とき，一番水の勢いが強いものは

①～③のどれであるかを考える。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・一定の割合で水が増えていく場合，水を入れてか

らの時間と容器に入っている水の量との関係が１

次関数であることを前時の振り返りを含め確認す

る。 

・何を調べれば，一番水の勢いが強いと判断できる

か発表させる。 

 ⇒そうか！１分あたりに増える水の量で比べれ

ば判断できる！！ 

・各自で３つの蛇口それぞれの１分あたりに増える 

水の量を調べさせる。 
 

①12/３＝４Ｌ/分 

②10/２＝５Ｌ/分 

③９/３＝３Ｌ/分     

 したがって，一番勢いが強いのはＣで②の５Ｌ/分 

 

 

 

 

 

展
開
（
３
５
分
） 

・変化の割合について確認する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・問をする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・ともなって変わる２つの数量があり，ｘの増加量を

もとにしたときのｙの増加量を変化の割合という

こととともに，導入で確認した事を例に挙げ，変化

の割合は，「1分間に増える水の量」を求めること

と同じであることを理解させる。 

 

 

 

 

 

 

 

       

      ・ミニ表を必ず書かせ，どの部分がｘの 

増加量で，どの部分がｙの増加量であ 

るかを確認する。 

      ・変化の割合を求めさせる際に，「変化 

の割合＝ｙ/ｘ」ではなく，「変化の 

割合＝ｙの増加量/ｘの増加量」と言 

わせるようにする。 

・表から変化の割合を計算する際に， 

 ｘの増加量とｙの増加量を分母・分子 

 逆に代入する生徒がいることが予想 

されるので机間指導で確認する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

エ－① 

一次関数の変化の

割合の意味を理解

し，かつ「増加量」

ということばを用

いて変化の割合を

表す方法を身に付

けている。 

（ノート） 

 

ま
と
め
（
５
分
） 

・本時で学習した範囲で，変化の割 

合についてまとめる。 

・変化の割合は，「一定の割合で水を容器に入れる 

ことを考えると，要するに 1分間に増える水の量 

のこと」のように学習した事と関連付けさせる。 

・次時において，変化の割合についてより理解を深 

めるための学習を行うことを確認する。 

 

 

【本時のめあて】 

一次関数の値の変化の仕方について調べよう。 

情報の収集 整理・分析 



（３限目/19） 

 

 

 

 
学 習 活 動 指導上の留意点 

評価規準 

(評価方法) 

【資質・能力の評価】 

導
入
（
５
分
） 

 
・前時で学習した事を振り返る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

・「変化の割合＝ｙの増加量/ｘの増加量」を復唱さ 

せる。 

・変化の割合を求める際，表のどの部分に注目すれば 

 よいかを確認する。 

・本時では，変化の割合について，いろいろな見方 

をすることで理解を深めることがねらいであるこ 

とを確認する。 

 

 

 

 

 

展
開
①
（
１
５
分
） 

・一次関数の式から表を作成し，そ

の表について，いろいろな区間で，

ｘの増加量とｙの増加量を調べ，

変化の割合を求め，結果について

考察する。 

・ｘの値が１ずつ増加したときのｙの増加量が常に 

 一定であることを確認する。 

・さまざまな区間で，ｘの増加量が２や３のときで 

 も，変化の割合が一定であることを確認する。 

・変化の割合はｙ＝ａｘ＋ｂのａの値と等しいこと 

 を確認する。 

・一次関数とは，一定の割合でｙの値が増加したり， 

 減少したりする関数であることを再度確認する。 

⇒一次関数って変化の割合が一定なんだ！！ 

イ－① 

一次関数の変化の

割合が一定である

ことを表から見い

だすことができる。 

（ノート） 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 
展
開
②
（
２
０
分
） 

・問をする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・ｙの値とｙの増加量が混同している生徒が多いと 

 予想されるため，「変化の割合＝ｙ/ｘ」ではなく， 

「変化の割合＝ｙの増加量/ｘの増加量」であるこ 

とを再度確認する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

・展開①で確認した，「一次関数の変化の割合は一 

定である」を根拠に判断及び説明ができるように 

する。 

 ⇒反比例の変化の割合は一定ではないんだ！ 

ま
と
め
（
１
０
分
） 

・変化の割合についてまとめる。 ・一次関数の変化の割合は常に一定であること，関 

数には，変化の割合が一定でないものがあること 

を確認する。 

 

・次時の確認をする。 ・次時よりグラフを扱うが，座標の点をグラフにと 

ることができるかどうかを確認する。 

 

 

 

 

 

【本時のめあて】 

一次関数の変化の割合について，理解を深めよう。 

情報の収集 整理・分析 



（４限目/19） 

 

 
学 習 活 動 指導上の留意点 

評価規準 

(評価方法) 

【資質・能力の評価】 

振
り
返
り
（
５
分
） 

・表から座標の点を図にとる方法の 

確認をする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

・座標の点をとるということがグラフをかくための 

基本であるので，再度確認を行う。 

・座標の書き方と読み方は何度も反復させる。 

・原点を基準として，ｘ座標は，“＋→右へ”，“－ 

→左へ”という感覚，ｙ座標は，“＋→上へ”， 

“－→下へ”という感覚をそれぞれ復唱させ定着 

させる。 

 

 

 

導
入
（
５
分
） 

 

 

 

 

・３つの式，ｙ＝２ｘ，ｙ＝２ｘ＋３， 

ｙ＝２ｘ－３について表を書く。 

 

 

 

 

・ワークシートに表を用意しておく。 

・表が書けない生徒がいるため，グループ内で確認 

し合い，表が書けている生徒が教えるよう指示す 

る。 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

展
開
（
３
５
分
） 

・３つの式について，整理した表を 

もとに，座標平面に点を取る。 

 

・３つの式のグラフを比べ，共通点 

 や相違点について交流する。 

 

 

 

 

・３つのグラフが重ならない理由を 

考える。 

 

 

 

 

 

・切片について確認する。 

・点を取らせた後に，３つの式のグラフが直線にな 

ることを確認する。 

 

・生徒から３つのグラフについて気づいたことを発 

表させる。 

 ○３つのグラフが平行である。 

 ○グラフの幅が同じ 

 ○すべて右上がりの直線 

 

・３つのグラフが重ならないのは，ｙ＝ａｘ＋ｂで 

いうと，ｂの部分の数値が違うことが原因である 

ことを，グラフを用いて確認する。 

・ｙ＝２ｘ＋３やｙ＝２ｘ－３のグラフは，ｙ＝２ 

 ｘを基準にすると，あるｘの値に対するｙの値が    

 常に３大きいまたは３小さいことを確認する。 

 

・切片について，式と表，グラフとの関係が分かる 

ようにまとめる。 

    ⇒ｙ＝ａｘ＋ｂのｂの値を切片という

のか！これが，グラフとｙ軸との交点

のｙ座標を表しているんだね！ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
ア－② 

一次関数のグラフ

に関心をもち，そ

の特徴やかき方な

どを，グループで

協力して調べよう

としている。 

（行動観察） 

 

ま
と
め
（
５
分
） 

・切片についてまとめをする。 ・式と表，グラフで整理したものをもとに文章でま 

とめる。 

（例）一次関数ｙ＝ａｘ＋ｂは，ｘ＝０のときのｙ 

   の値である。すなわち，ｂは，ｙ＝ａｘ＋ｂ 

のグラフとｙ軸との交点（０，ｂ）のｙ座標 

である。このｂを，一次関数ｙ＝ａｘ＋ｂの 

グラフの切片という。 

 

情報の収集 整理・分析 

【本時のめあて】 

一次関数のグラフの特徴を調べよう。① 



（５限目/19） 

 
学 習 活 動 指導上の留意点 

評価規準 

(評価方法) 

【資質・能力の評価】 

導
入
（
１
０
分
） 

 
・３つの一次関数のグラフが選択肢 

にある式のどのグラフかを考える。 

 

 

 

 

 

 

 

 

《選択肢》 

ア ｙ＝ｘ＋１ 

イ ｙ＝１/２ｘ＋１ 

ウ ｙ＝２ｘ＋１ 

 

 

 

 

・前時の振り返りとして，この３つのグラフの共通

点に，「切片が同じである」ことを生徒から発言

させる。 

・式から変化の割合の違いが，グラフの傾きぐあい

の違いであることを確認する。 

・本時では，変化の割合の違いにより，グラフがど

のように関わるのかを探っていくことを確認す

る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

エ－② 

一次関数の傾きと

切片の意味を理解

することができ

る。 

（ノート） 

 

展
開
①
（
１
５
分
） 

・変化の割合とグラフとの関係を整 

理する 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・変化の割合のｘの増加量とｙの増加量が，グラフ 

のどの部分を表しているのかを確認する。 

        ・変化の割合によって，グラフの 

         「傾きぐあい」が変化すること

を        導入で扱った式とグラフをもと          

に確認する。 

        ⇒グラフの「傾きぐあい」って

変化の割合で決まるんだ！ 

 

展
開
②
（
１
５
分
） 

・傾きについて確認する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・変化の割合と傾きの関係について 

整理する。 

 

 

・「傾きぐあい」については，小学校では分度器を 

用いて測ることを学習しているが，それ以外にも， 

道路標識等にもあるように，「傾きぐあい」を水 

平距離に対する垂直距離の割合で表すことを確認 

する。 

⇒道路標識の３％ってそういう意味だったのか！ 

 

 

 

・一次関数の変化の割合がグラフの傾きぐあいを表 

すことからこの変化の割合を傾きということを確 

認する。 

 

 

 

 

 

 

ま
と
め 

（
５
分
） 

・導入で確認した式とグラフを用い 

 て，傾きと切片がどの部分にあた 

るのかをノートに書く。 

 

 

・ノート点検により，傾きと切片が式とグラフのど 

の部分にあたるのかを正確に示すことができて 

いるかどうかを確認する。 

【本時のめあて】 

一次関数のグラフの特徴を調べよう。② 







②

③

①

情報の収集 整理・分析 



（６限目/19） 

 
学 習 活 動 指導上の留意点 

評価規準 
(評価方法) 

【資質・能力の評価】 

導
入
（
１
５
分
） 

・一次関数の傾きと切片について確認 

をする。 

 

 

・前時の一次関数のグラフのかき方に 

ついて確認する。 

・一次関数のグラフのかき方について 

 交流する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・一次関数の式のどの部分が傾きでどの部分が切片 

なのかを具体的な式を例示して確認する。 

・傾きや切片が負の数のときも例示し，きちんと答 

えることができるかどうかを確認する。 

・表から点を取ってグラフをかいたことを確認する。 

 

・一次関数のグラフはどのような形であったかを確 

認する。→直線 

・直線は，最低いくつの点があれば引くことができ 

るかを確認する。→２つの点 

・切片と傾きを利用することで，２つの点を取る 

ことができ，簡単にグラフがかけることを確認す 

る。 

⇒切片と傾きを利用すれば簡単に一次関数のグラ 

フがかけそうだ！ 

 

展
開
（
３
０
分
） 

・切片が整数であるときの一次関数 

 の式のグラフをかく練習をする。 

・４人班で行い，まずは式から切片と傾きを書き出 

させ，お互いにチェックさせる。 

・切片をもとに１つ目の点を取り，傾きにより２つ 

目の点を取るようにし，直線をひかせる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・早くできた生徒は，先生役としてまだできていな 

い生徒の補助をさせる。その際に，機械的にグラ 

フのかき方を示すのではなく，グラフをかく手順 

や過程も丁寧に確認しながら補助をするように指 

示する。 

ウ－① 

一次関数の式をも

とに，切片と傾き

に着目し，効率的

にグラフをかくこ

とができる。 

（ワークシート・

行動観察） 

ま
と
め
（
５
分
） 

・一次関数のグラフのかき方の手順

をまとめる。 

・次時の確認をする。 

・一次関数のグラフのかき方の手順について，文 

章でまとめさせる。 

・傾きが小数であったり，切片が分数であったりす 

るときのグラフのかき方や変域があるときのグラ 

フのかき方について学習することを確認する。 

 

【本時のめあて】 

一次関数のグラフをかこう。① 

情報の収集 整理・分析 



（７限目/19） 

 
学 習 活 動 指導上の留意点 

評価規準 
(評価方法) 

【資質・能力の評価】 

導
入
（
５
分
） 

・一次関数のグラフのかき方につい 

 て，傾きと切片に着目して書く方 

法を確認する。 

 

・本時の学習内容を確認する。 

 

 

 

 

・まず先に切片に着目し，その次の傾きに着目する 

ことで，直線を引くための点が簡単に取ることが 

できることを再度確認する。 

 

・切片が分数であったり，ｘに変域があったりする 

場合，一次関数のグラフはどのようにかけばよい 

かを生徒に聞き，前時で学習した事だけでは，す 

べての一次関数のグラフをかくことが難しいとを 

確認する。 

⇒切片が分数の時やｘに変域がある時ってどうや 

ればうまくグラフがかけるのかな？ 

 

展
開
①
（
４
０
分
） 

・切片が分数の時の一次関数のグラ 

フのかき方を確認する。 

 

 

 

 

 

・ｘに変域がある場合のグラフのか 

き方を確認する。 

 

 

 

 

 

・一次関数のグラフをかく練習をする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・切片により１つ目の点を取ることが出来ないので， 

切片の代わりにきりのよい点の座標を１つ見つけ， 

そこから傾きを利用してやれば，２つ以上の点を

容易に取ることができることを確認する。 

・グラフをかいた際に，きちんと切片を通っている 

ことを確認しておく。 

 
・考え方を２つ用意し，１つ目は，直線のグラフを 

かいた後で，不要な部分を消す方法。もう１つは， 

端点を調べ，その２点を結ぶことでグラフをかく 

方法を順に確認する。 

・変域の不等号に着目し，端点を含む場合は黒丸， 

含まない場合は，白丸にすることを確認する。 

 

・４人班で行い，分からないところは周りに聞きな 

がら進めていくよう指示する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 

イ－② 

一次関数の変域を

もとに，グラフの

両端の座標に着目

し，効率的にグラ

フをかく方法を見

いだすことができ

る。 

（ワークシート・

行動観察） 

ま
と
め 

（
５
分
） 

・いろいろな一次関数のグラフのか 

き方についてまとめる。 

・切片が分数の時のグラフのかき方とｘに変域があ 

る場合のグラフのかき方を文章で説明させる。 

 

【本時のめあて】 

一次関数のグラフをかこう。② 

情報の収集 整理・分析 



（８限目/19） 

 
学 習 活 動 指導上の留意点 

評価規準 
(評価方法) 

【資質・能力の評価】 

導
入
（
５
分
） 

 
・一次関数の式を求めるためには， 

 どんな情報が必要か確認する。 

 

 

・一次関数の式の一般形ｙ＝ａｘ＋ｂを示し，これ

で表やグラフがかけるかどうかを問う。その後，

一次関数の式を求めるためには，ａとｂの値が定

まらないといけないことを生徒に気づかせ，本時

は与えられた情報からどのようにして，ａとｂの

値を決定し一次関数の式を求めていくのかを考え

ることを確認する。 

  

 

 

 

 

 

展
開
①
（
２
０
分
） 

・一次関数のグラフから式を求める

方法を考える。 

 

 

 

 

 

 

・問をする。 

 

 

 

 

 

 

 

・一次関数のグラフをかく際に，傾きと切片に着目 

した事を振り返り，その後提示したグラフから傾 

きや切片が読み取れないかを確認する。 

・傾きを調べるためには，きりのよい点の座標を 2 

 つグラフから見つけないといけないことを確認する。 

⇒グラフから，傾きと切片を調べれば，簡単に式 

を求めることができるんだ！ 
 

・支援の必要な生徒へは，切片の点と，傾きをどこ 

 で調べたのかがわかるように点と矢印をグラフに 

 かかせる。 

ウ－② 

与えられた情報か

ら，一次関数の式

を求めることがで

きる。 

（ノート） 

展
開
②
（
２
０
分
） 

・１点の座標と傾きから式を求める方 

法を考える。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・問をする。 

 

 

 

 

 

 
 

・傾きの情報が与えられていることにより，一次関 

数の式のａの値はすぐに決定することを確認す 

る。 

・（－２，７）を通るということは，ｘの値が－２ 

のとき，ｙの値が７になるということをことばで 

確認し，それを式に代入することで，ｂの値も決 

定できることを示す。 

・計算が苦手な生徒は，どこに何を代入すればよい

か分からなくなるため，矢印や色を使って，式を

求めるまでの過程を丁寧に確認していく。 
 
・答えだけでなく，式を求める過程が分かるように 

 書かせる。 

・問の（３）について，２直線が平行であるとは，

どういうことかを確認し，傾きが同じであること

に気付かせる。 

⇒問題には，いろいろな表現でヒントが隠されて 

いるんだな！ 

 

ま
と
め 

（
５
分
） 

・式の求め方について，本時で学習 

した内容をまとめる。 

・一次関数のグラフから式を求める方法では，グラ

フから傾きと切片を調べればよいこと，１点の座

標と傾きから式を求める方法では，分かる情報を式

に代入していけばよいことを確認する。 

 

 

情報の収集 整理・分析 

【本時のめあて】 

一次関数の式を求めよう。① 



（９限目/19） 

 

 

 

 

 

 
学 習 活 動 指導上の留意点 

評価規準 

(評価方法) 

【資質・能力の評価】 

導
入
（
２
分
） 

・一次関数の式の求め方について， 

前時で学習した方法を確認する。 

 

 

 

 

・本時では，前時に続き与えられた情報からどのよ

うにして，ａとｂの値を決定し一次関数の式を求

めていく方法を考えていくことを確認する。 

 

 

 

 

 

 

展
開
①
（
２
８
分
） 

・２点の座標から式を求める方法を 

２通り考える。 

（方法１）２点からまず傾きを求め

て考える方法 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（方法２）２点を式に代入し，連立

方程式を解いて求める方法 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・２点の座標をミニ表やグラフに示し，そこから何 

が読み取れるかを問うことで，２点の座標が分か 

っていれば，傾き（変化の割合）を求めることが 

できることに気付かせる。 

・傾きが分かれば，前時に学習した方法（１点の座 

標と傾きから式を求める方法）で求めることがで 

きることを確認する。 

 

 

 

 

 

 

 
 
・２点を一次関数の式に代入した式を示し，今知り 

たい情報は何であるかを問うことで，一次関数の 

式ｙ＝ａｘ＋ｂのａとｂの値をどのように求める 

ことができるのかを考えさせる。 

⇒代入した２つの式の連立方程式を解けば，ａと 

ｂの値を求めることができるんだ！ 

・この方法で扱う連立方程式は，常にｂの係数が１ 

であるため簡単にｂを消去することができ，比較 

的簡単な計算処理で式を求めることができること 

も確認しておく。 

 

 

 

イ－③ 

与えられた情報か

ら，一次関数の式

を求めるためのよ

りよい方法を見い

だすことができ

る。 

（ノート） 

 

 

 

 

展
開
②
（
１
５
分
） 

・問をする。 

 

 

 

 

 

 

 

・展開①で確認した方法のうちどちらの方法が分か 

りやすかったか，どちらの方法が式を求めやすい 

かを，各自で決めさせ，その方法を用いて問の問 

題をするよう指示する。 

 

ま
と
め 

（
５
分
） 

・式の求め方について，本時で学習 

した内容をまとめる。 

・２点の座標が与えられれば，一次関数のグラフを

かくこともできるし，式を求めることもできるこ

とを確認する。 

 

情報の収集 整理・分析 

【本時のめあて】 

一次関数の式を求めよう。② 



（10 限目/19） 

 
学 習 活 動 指導上の留意点 

評価規準 

(評価方法) 

【資質・能力の評価】 

振
り
返
り
（
１
０
分
） 

     ・これまで９時間をかけて学習して 

きたことを振り返る。 

 

・教科書，ノートをもとにめあてを見ながらどのよ 

うな学習をしてきたのかを１時間ごと，以下の内 

容をキーワードに挙げ簡単に振り返らせる。 

○１時間目：①関数とは？②一次関数とは？ 

○２・３時間目：変化の割合とは？ 

○４時間目：切片とは？ 

○５時間目：傾きとは？ 

○６・７時間目：一次関数のグラフのかき方とは？ 

○８・９時間目：一次関数の式の求め方とは？ 

・黒板に，振り返りで出た生徒の発言を残しておく。 

 

導
入
（
５
分
） 

・本時のめあてを確認する。 

 

 

 

・１時間毎に学習してきたこと整理し，関連付ける

ことで，単元の終末におけるパフォーマンス課題

で十分なパフォーマンスを発揮するために，学び

の足跡を１枚の用紙にコンセプトマップ（概念地

図）としてまとめることを確認する。 

 

 

 
 

 

展
開
（
３
０
分
） 

・コンセプトマップを作成する。 

 

 

 

 

 

 

 
 
【コンセプトマップ：１～９時間分】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・教科書，ノートをもとにコンセプトマップの以下 

の範囲を仕上げさせる。 

・作成したものについて机間指導を行い，特に誤字 

 や意味の間違いについては，指導する。 

・４時間目～７時間目のまとめについては，一次関 

数の表と式，グラフの関係が分かるよう工夫して 

まとめることを指示する。 

⇒学習した事が，こんな風につながっているんだ！ 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

エ－③ 

学習してきた，一

次関数の表・式・

グラフの関係を整

理することで，理

解を深めることが

できる。 

（コンセプトマップ） 

ま
と
め 

（
５
分
） 

・本時のまとめをする。 ・コンセプトマップを作成することで，学習してき

たことに対する新たな気づきを発表させる。 

 ○勘違いしていたこと 

 ○学んだことがつながったこと 

 ○新たに分かったこと  

 

情報の収集 整理・分析 

【本時のめあて】 

これまで学習した事を整理しよう。 



（11 限目/19） 

 
学 習 活 動 指導上の留意点 

評価規準 

(評価方法) 

【資質・能力の評価】 

導
入
（
３
分
） 

・一次関数のグラフや式の特徴を確 

認する。 

 

・二元一次方程式は一次関数である 

と言えるかどうかを考える。 

 

・一次関数のグラフや式の特徴を簡潔に答えさせる。 

○式：ｙ＝ａｘ＋ｂの形で表される。 

 ○グラフ：直線である。 

・二元一次方程式２ｘ＋ｙ＝１について，一次関数 

であると言えるかを問う。 

 

展
開
①
（
１
５
分
） 

・二元一次方程式２ｘ＋ｙ＝１のグ 

ラフをかくことで一次関数である 

かどうかを判断する。 

 

 

・二元一次方程式２ｘ＋ｙ＝１の式 

を等式変形させることで，一次関 

数であるかどうかを判断する。 

・二元一次方程式２ｘ＋ｙ＝１の表を作成し，その

点をグラフにとることで，グラフの外形を予想し，

それが直線になるかどうかを確認させる。 

 ⇒グラフにすると直線になるから，二元一次方程式

と一次関数は同じものなのかな？ 

・等式変形により二元一次方程式２ｘ＋ｙ＝１をｙ

について解くことで，その式が一次関数の式とな

るかどうかを確認させる。 

 ⇒等式変形すると二元一次方程式は一次関数にな

るんだ！ 

ア－③ 
二元一次方程式と
一次関数の関係に
関心をもち，二元
一次方程式の解と
一次関数のグラフ
の関係について考
えようとしてい
る。 
（行動観察） 

 

ま
と
め 

（
５
分
） 

・二元一次方程式と一次関数の関係 

についてまとめる。 

・どちらの式もグラフで表すと，直線になるという 

こと，二元一次方程式をｙについて解くとｙはｘ 

の一次関数となることをまとめさせる。 

・これから，二元一次方程式と一次関数との関係に 

ついて，深く学習していくことを確認する。 

展
開
②
（
２
５
分
） 

・問をする。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・問をする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・二元一次方程式のグラフをかく場合に効率的にグ 

ラフをかくことができないかどうかを問う。 

 

 

 

 

 

 

⇒一次関数の式に変形すれば，傾きと切片が分か 

るので，表からグラフをかくよりも効率的にグラ 

フがかける！ 

 

・二元一次方程式のグラフは，直線なので２点の座 

標が分かればグラフをかくことができることを確 

認し，どの２点を調べるかを問う。 

 

 

 

 

 

 

⇒ｘ＝０やｙ＝０のときを調べれば，簡単に２点

の座標が分かるなぁ！ 

ま
と
め 

（
２
分
） 

・二元一次方程式のグラフのかき方 

 についてまとめる。 

・二元一次方程式のグラフも等式変形や一次関数な

ど今まで学習した事を使えば簡単に書くことがで

きることを確認する。 

 

課題の設定 

【本時のめあて】 

二元一次方程式は一次関数といえるかどうか調べよう。 



（12 限目/19） 

 

 

 

 
学 習 活 動 指導上の留意点 

評価規準 

(評価方法) 

【資質・能力の評価】 

導
入
（
５
分
） 

・二元一次方程式の一般形を確認す 

る。 

 

 

 

 

 

 

 

・二元一次方程式ａｘ＋ｂｘ＝ｃのグラフは直線で 

あることを確認し，ａ＝０やｂ＝０のようなとき 

にも同じことがいえるかどうかを問う。 

⇒あれ？ａ＝０やｂ＝０のときって，直線ではなく

なるのかな？ 

 

展
開
①
（
３
０
分
） 

・ａ＝０，ｂ＝１，ｃ＝２のときの   

 グラフなどの特徴を調べる。 

 

 

 

 

・ａ＝２，ｂ＝０，ｃ＝４のときの 

 グラフなどの特徴を調べる。 

 

 

 

 

 

・問をする。 

 

 

 

 

 

・０×ｘ＋１×ｙ＝２という式を板書に残しておく。 

・ｙ＝２について，ｘとｙの対応を表にまとめておく。 

・表から，ｙ＝２は，どんなｘの値に対してもｙの

値が常に２であることを確認する。 

・グラフがｘ軸について平行な直線になることを確

認する。 

・２×ｘ＋０×ｙ＝４という式を板書に残しておく。 

・ｘ＝２について，ｘとｙの対応を表にまとめておく。 

・表から，ｘ＝２は，どんなｙの値に対してもｘの

値が常に２であることを確認する。 

・グラフがｙ軸について平行な直線になることを確

認する。 

 

・グラフをかく前に，式をｙ＝○やｘ＝△の形に変

形させることと，それをノートに残しておくよう

指示する。 

・グラフに番号を記すよう確認する。 

 

 

 

 

 

ウ－③ 

二元一次方程式

ａｘ＋ｂｙ＝ｃの

グラフをもとに，

ａ＝０やｂ＝０の

場合のグラフをか

くことができる。 

（ノート） 

展
開
②
（
１
０
分
） 

・ｙ＝２とｘ＝２について，一次関

数といえるかどうか考える。 

 

 

 

・ｙ＝２とｘ＝２について，ｙはｘ

の関数であると言えるかどうかを

考える。 

 

 

 

・一次関数の式ｙ＝ａｘ＋ｂの形で表すことができ 

るかどうかで判断させ，ｙ＝２やｘ＝２は一次関 

数ではないことを確認する。 

 ⇒「直線ならば一次関数である」とは言えないんだ！ 

 

・関数について定義を確認する。 

・ｙ＝２では，ｙはｘの関数であると言えるが， 

 ｘ＝２では，ｙはｘの関数とは言えないことを表 

 から値の対応の仕方に着目させ確認する。 

 ⇒ｙ＝２とｘ＝２は同じようで違うんだ！ 

 

ま
と
め
（
５
分
） 

・本時のまとめをする。 ・ｙ＝○のグラフは，ｘ軸に対して平行な直線にな 

ること。 

・ｘ＝△のグラフは，ｙ軸に対して平行な直線にな 

ること。 

・ｙ＝○は，「ｙはｘの関数である」と言えるが， 

ｘ＝△は，「ｙはｘの関数である」と言えない。 

 

整理・分析 情報の収集 

【本時のめあて】 

二元一次方程式ａｘ＋ｂｘ＝ｃのａやｂの値が０のときの特徴を調べよう。 



（13 限目/19） 

 
学 習 活 動 指導上の留意点 

評価規準 

(評価方法) 

【資質・能力の評価】 

導
入
（
５
分
） 

・連立方程式とその解について，分 

かっていることを確認する。 

 

 

 

 

 

 

 

・連立方程式は，２つの二元一次方程式が１組にな 

ったものであることを確認する。 

・連立方程式の解とは，２つの二元一次方程式を両 

方成り立たせることができるｘとｙの値の組であ 

ることを確認する。 

・連立方程式をグラフに表したときに，他に分かる 

ことがないかを本時で考えていくことを確認する。 

 

 

 

 

展
開
①
（
４
０
分
） 

・連立方程式， 
  
   ｘ＋２ｙ＝１０・・・① 

   ３ｘ－ｙ＝２ ・・・② 
  
の解を計算で求める。 

 

・連立方程式の２つの二元一次方程 

 式をグラフで表す。 

 

・連立方程式のグラフから分かるこ 

とを整理する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・問をする。 

・解がｘ＝２，ｙ＝４になることを確認する。 

 

 

 

 

 

・①，②の式とも一次関数の式に変形し，グラフを 

かかせる。 

 

・２つの直線が交わっていることや交点の座標が連 

立方程式の解と同じであることに気付かせる。 

・連立方程式の解と交点の座標とは，偶然一致した 

のかどうかを問う。 

 ⇒どんな連立方程式でも同じことがいえるのかな？ 

・以下の点について，確認する。 

①連立方程式の解は，２つの等式を同時に成り立 

  たせることができる，ｘとｙの値の組である。 

 ②グラフの交点の座標は，２つの直線上の点であ 

るから，どちらの直線の式に代入しても等式が 

成り立つ。 

 ③①と②からグラフの交点と連立方程式の解は同 

じである。 

 

・「解を求めなさい」という問いの答えとして，交

点の座標を書いたり，「交点の座標を求めなさい」

という問いの答えとして，解を書いたりすること

がないよう確認する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

イ－④ 

連立二元一次方程

式の解は，２つの

二元一次方程式の

グラフの交点の座

標と一致すること

を見いだすことが

できる。 

（ノート） 

 

ま
と
め 

（
５
分
） 

・連立方程式の解とグラフの交点に 

ついてまとめをする。 

 

 

 

 

・連立方程式の解は，グラフの交点の座標から求め 

ることができること，または，グラフの交点の座 

標は，連立方程式のを計算で解けば，求められる 

ことを整理する。 

 

整理・分析 情報の収集 

【本時のめあて】 

連立方程式をグラフに表したときどんなことが分かるか調べよう。 



（１） 

（２） 

（14 限目/19） 

 
学 習 活 動 指導上の留意点 

評価規準 

(評価方法) 

【資質・能力の評価】 

導
入
①
（
１
０
分
） 

・次の２つの連立方程式， 
  
    ｘ＋ｙ＝２ ・・・① 

    ｙ＝－ｘ＋４・・・② 
    
    ｙ＝１/２ｘ＋１・・・① 

    －ｘ＋２ｙ＝２・・・② 
  

 

の解について考える。 

・まず，生徒にこの２つの連立方程式を提示し，生

徒にこの連立方程式を解くことができるかどうか

を問い，生徒にまず解かせてみる。 

 ⇒簡単！簡単！・・・あれ？おかしいな？ 

・（１）では，４＝２（不能）となり，（２）では， 

 ２＝２（不定）となる。これがどういうことなの

か，（１），（２）の解を探っていくことを確認

する。 

 

展
開
①
（
１
５
分
） 

・（１）をグラフで表して解を考える。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・（２）をグラフで表して解を考える。 

 

 

 

 

 

 

 

 

・（１）では，２つのグラフが平行であることを確 

認する。 

・２直線が平行であるとき，交点が存在しないこと 

 に気付かせ，この連立方程式の解は存在しないと 

いうことを確認する。 

⇒交点が無いから，解が存在しないのか！ 

⇒解が無いから，計算しても４＝２のようなエラ 

ーが起こってしまうのか！ 

 

・（２）では，２つのグラフが一致することを確認 

する。 

・２直線が一致するとき，交点が無数に存在するこ 

とから，この連立方程式の解は無数に存在するこ 

とを確認する。 

⇒交点が無数に存在するから，解も無数に存在す 

るのか！ 

⇒解が一応存在するので，計算しても２＝２のよ 

うにエラーは起きないんだね！ 

 

 

 

 

 

 

 

導
入
（
５
分
） 

・本時のめあてを確認する。 

 

 

 

・本時の後半の時間でこれまでの３．５時間で学習

した，一次関数と二元一次方程式との関係をコン

セプトマップに整理することを確認する。 

 

展
開
②
（
１
５
分
） 

・コンセプトマップを作成する。 

 

 

 

 

【コンセプトマップ：11～13 時間分】 

 

 

 

 

 

 

 

・一次関数と前単元で学習した二元一次方程式との

関係やつながりが分かるように整理をするよう指

示する。 

・ノートや教科書を参考に自分の言葉でまとめさせ

る。 

エ－④ 

学習してきた，一

次関数と二元一次

方程式との関係を

整理することで，

理解を深めること

ができる。 

（コンセプトマップ） 

 

ま
と
め 

（
５
分
） 

・本時のまとめをする。 ・コンセプトマップを作成することで，学習してき

たことに対する新たな気づきを発表させる。 

 ○一次関数で理解が深まったこと 

 ○二元一次方程式で理解が深まったこと 

 

整理・分析 情報の収集 

【本時のめあて】 

これまで学習した事を整理しよう。 



（15 限目/19） 

 

 
学 習 活 動 指導上の留意点 

評価規準 
(評価方法) 

【資質・能力の評価】 

導
入
（
５
分
） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

・課題把握がしやすいよう，課題を拡大したものと， 

動点用のマグネットを用意し，点Ｐを動かしなが 

ら，数量や図形の変化の様子をイメージさせる。 

 

展
開
①
（
２
０
分
） 

・点Ｐの位置によって３つの場面に 

分けて，ｘとｙの値の変化につい 

て調べる。 

 ①点ＰがＣＤ上を通るとき 

 

 

 

 

 

 
 
②点ＰがＤＡ上を通るとき 

 

 

 

 

 

 

 
 
③点ＰがＡＢ上を通るとき 

 

 

・３つの場面毎の図を板書とワークシートに示し， 

状況がイメージできるようにする。 

 

・①～③について，以下の点を押さえ，ｙを式で表 

し変域を確認する。 

〈①について〉 

 ○底辺が４ｃｍ，高さがｘｃｍの三角形であるこ 

  とを確認する。 

 ○この場面では，ｘの値は最大で３であることを 

踏まえ変域を確認する。 
 

〈②について〉 

 ○底辺が４ｃｍ，高さが３ｃｍの三角形であるこ 

とから，面積は常に６ｃｍ２であることを確認 

する。 

 ○この場面は，点Ｐが点Ｃを出発してから３ｃｍ 

の場所から７ｃｍの場所の間を移動していると 

きなので，ｘの変域は，０≦ｘ≦４ではなく， 

３≦ｘ≦７であることに注意させる。 
 
〈③について〉 

 ○高さとなるＢＰの長さについて，マラソンコー 

スを例に挙げ，残りの道のりは全体の長さ－進 

んだ長さであることを踏まえ考えさせる。 

 ○この場面は，点Ｐが点Ｃを出発してから７ｃｍ 

の場所から１０ｃｍの場所の間を移動している 

ときなので，ｘの変域がは，０≦ｘ≦３ではな 

く，７≦ｘ≦１０であることに注意させる。 

イ－⑤ 

グラフから，その

事象における２つ

の数量関係がどの

ように変化したの

かを正確に捉え，

その事象の変化の

様子を文章で説明

することができ

る。 

（ワークシート） 

【思－①，②，③，④】 

 

展
開
③
（
２
０
分
） 

・ｘとｙの関係をグラフに表し，そ 

こから読み取れることを考える。 

・グラフから何が分かるか，または,どのような特徴

があるかを問う。 

 ○台形 

 ○面積の増え方と減り方が同じ 

 ○左右対称 

・面積が４ｃｍ２になるのは，ｘの値がいくつの時

かをグラフから読み取らせる。 

・ｘ＝２.５のときと，ｘ＝８.５のときのｙの値を

求めるためには，どの式を用いたらよいかをグラ

フから考えさせる。 

⇒グラフにするといろんなことが分かるな！ 

ま
と
め 

（
５
分
） 

・本時のまとめをする。 ・本時の課題解決のため使った既習事項について，

交流する。 

 ○一次関数の式や変域のあるグラフのかき方 

 ○グラフの読み方 

 

まとめ・創造・表現 

【課題】 

右の図の長方形ＡＢＣＤで，点ＰはＣを出発して， 

辺上をＤ，Ａを通ってＢまで動きます。点ＰがＣか 

らｘｃｍ動いたときの△ＡＢＣの面積をｙｃｍ２ と 

するとき，ｘ，ｙの関係をグラフで表しなさい。 

【本時のめあて】 

一次関数で学習したことを活用して，課題を解決しよう。① 

 



（16 限目/19） 

 
学 習 活 動 指導上の留意点 

評価規準 

(評価方法) 

【資質・能力の評価】 

導
入
（
５
分
） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・課題把握がしやすいよう，課題とグラフ，線文図 

 を拡大したものを用意する。 

  

 

 

展
開
①
（
１
５
分
） 

・①～③のことについて確認する。 

①２人の速さについて 

  

②２つのグラフの向きが違う理由に

ついて 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③２人が出発してからある時間に対

する２人の位置関係について 

 

・以下の点について交流する。 

①速さ＝道のり÷時間をもとに，グラフから時間と 

道のりの情報を読み取り，速さを求めさせる。 

②ｙの値は駅が基準になっているため，駅が出発地

点の真央さんは，時間の経過とともに，駅からの

距離は増加し，図書館が出発地点の太一さんは，

駅からの距離が減少していくことを理解させる。 

 

 

 

 

 

 
 
③２人が出発してから１０分後の真央さんと太一さ 

んの位置関係について，ある時間に対する２人の 

位置関係をグラフから読み取らせる。 

イ－⑥ 

事象の２つの数量

の変化の様子をグ

ラフにおこした際

の交点に着目しそ

の座標を求めるこ

とによって課題を

解決することがで

きることの見通し

を持つことができ

る。 

（ワークシート） 

【思－①，②，③，④】 

 

展
開
②
（
２
５
分
） 

・２人が出会った時間と場所を考え

る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
・追課題をする。 

 

 

 

 

 

・２人が出会う場所は，グラフの交点の場所である 

ことを確認し，生徒へグラフから大体どのあたり 

で交わっているのかを予想させる。 

 ⇒グラフから時間は，大体７・８分，距離は 4・ 

500ｍあたりだな！ 

・実際に２人が出会うのはいつか考えさせる。 

 ⇒２つの直線について連立方程式を解けば，交点

の座標が分かるので，２人が出会った時間と場所

がわかる！ 

・グラフから大まかな交点の座標を読み取ることの 

 有用性についても確認する。 

 ⇒正確な値が分からなくても，おおよその値を知

るのには，グラフで十分だ！ 

  

   ・グラフにかく際，真央さんと太一さんが出 

発してから，何分後に知佳さんは出発した 

のか，そこから何分後に図書館についたの 

かを視点に考えさせる。 

ま
と
め 

（
５
分
） 

・本時のまとめをする。 ・本時の課題解決のため使った既習事項について，

交流する。 

 ○交点の座標の求め方  ○グラフの読み方 

 ○傾きの意味      ○切片の意味 

 

まとめ・創造・表現 

【課題】 

真央さんは，駅から 1800ｍ離れた図書館に歩いて行き， 

太一さんは，同じ道を図書館から駅に自転車で行きまし 

た。２人が同時に出発したとき，出発してからｘ分後の 

駅からの距離をｙｍとして，２人がいつ出会ったのかを 

グラフをもとに答えなさい。 

フに 

【本時のめあて】 

一次関数で学習したことを活用して，課題を解決しよう。② 

 

【追課題】 

知佳さんは，太一さんが駅についてから８

分後に，分速 150ｍで駅から図書館に自転

車で向かいました。知佳さんの進むようす

を表すグラフをかきなさい。 
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学 習 活 動 指導上の留意点 

評価規準 

(評価方法) 

【資質・能力の評価】 

導
入
（
５
分
） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・本時の流れを確認する。 

・課題把握をする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・本時の流れと，評価基準について確認させる。 

・資料について確認をする。 

資料１：携帯会社のプランごとの月額基本料金と 

通話料の一覧表  

 資料２：先生毎の携帯（スマホ）の利用状況 

・パフォーマンス課題から，料金を比較するために 

表やグラフを使って考えなければいけないことを 

押さえておく。 

⇒表やグラフは今まで学習した事を使ってかけ 

るのかな？ 

・資料２から，プレゼンする先生を決めさせる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

展
開
①
（
２
０
分
） 

・個人思考（４人グループによる） 

・資料から何を調べたらよいか見通 

しを持つ。 

 

 

 

 

 
 
 

 

・資料から必要な情報を取り出し表 

 やグラフに整理する。 

 

 

・資料１から，料金を比較するためには，何を調べ 

何を比べたらよいかを確認する。 

 ○月額基本使用料（×） 

 ○通話料（×） 

 ○１カ月の使用料（○） 

 ⇒１か月の使用料＝1分あたりの通話料×通話時 

間＋月額使用料  だから，この関係って一次関数 

だね！ 

・表やグラフに整理するための思考ツールを人数分 

準備しておき，必要に応じて使用するよう指示す 

る。 

【思考ツール：グラフ】 【思考ツール：表】 

 

 

 

イ－⑦ 

具体的な事象から

取り出した２つの

数量の関係が一次

関数であるかどう

かを判断し，その

変化や対応の特徴

を捉え，表や式，

グラフなどを用い

て説明することが

できる。 

（ワークシート） 

【思－①，②，③，④】 

 

【本時のめあて】 

学習したことを活用して，パフォーマンス課題①を解決しよう。 

 

【パフォーマンス課題①】 

 あなたは，携帯電話会社ソフトダンスの販売員です。今，Ｍ先生とＨ先生，Ｓ先生の３名がソフ

トダンスで新型スマートフォンの j-phone を買い替えようと検討していますが，３つあるプランの

うち，どのプランで買えばよいか悩んでいます。そこで，販売員のあなたは，３人の先生に納得し

て買っていただくため，先生たちの現在の携帯電話の利用状況を聞き，お得なプランをプレゼンし

ます。プレゼンの際には，グラフや表などを使って，見た目でも分かりやすいよう工夫してくれる

といいですね。 

資料１ タイプごとの月額使用料      資料２ 先生ごとの携帯（スマホの）利用状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

まとめ・創造・表現 



 

 
次時のパフォーマンス課題②に向けた準備問題 （※単元の必要なところで課題として出しておく。） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

展
開
②
（
１
０
分
） 

・集団思考 

・表から読み取れることを交流する。 

 

 

 

・グラフから読み取れることを交流 

する。 

 

 

 

 

 

 

 

・表やグラフのかけている生徒に声を掛け，表やグ

ラフから何を読み取ろうとしたのかを聞き，それ

をもとに他の生徒と交流する。 

（例）表から分かることは， 

 ○通話時間が，40 分まではＡプラン，50 分から 

60 分はＢプラン，70 分以上ではＣプランがお 

得であること 

 ○表は 10 分ごとに調べてあるので，その間の料 

金の変化が読み取りづらいこと 

 ○ある通話時間に対して，各プランの料金を簡単 

に比較することができること 

（例）グラフから分かることは， 

 ○３つのプランのうち，グラフでいうと最も下に 

あるものが一番安いこと 

 ○通話時間が大体，46 分，57 分，65 分あたりで 

  お得なプランが入れ替わっていること 

 ○料金の変化が視覚的に分かりやすいこと 

展
開
③
（
１
０
分
） 

・個人思考 

・集団思考を受け，さらに自分の考 

えをビルドアップさせる。 

・表やグラフをもとに，先生にプレゼンする内容を 

 文章で書かせる。 

・表やグラフを使わず，資料２にある先生の平均通

話時間にのみ注目し，その時間でお得なプランが

どれかを考える生徒がいた場合は，あくまでこの

通話時間の情報は平均であり，その前後の料金の

変化が分からないとお客様は，自分にとってお得

なプランが何であるかを選択・判断することが難

しくなることを示し，あくまで表やグラフをもと

にプレゼンを考えるよう指示する。 

ま
と
め 

（
５
分
） 

・本時のまとめをする。 

 

 

 
 
・次時の確認をする。 

・本時の課題解決のため使った既習事項について，

交流する。 

 ○資料から，表やグラフに整理する方法 

 ○グラフや表の読み方  

 ○グラフの交点の意味 

・次時は，これまで学習してきたことと，本時まで

の３つの活用問題でやってきたことが，日常の世

界でどのように生かすことができるか，そして自

らの考えを深めることができるかを問う問題にチ

ャレンジしてもらうことを予告する。 
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 学 習 活 動 指導上の留意点 
評価規準 

(評価方法) 

【資質・能力】 

導
入
（
１
０
分
） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

         

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・本時の流れを確認する。 

・課題把握をする。 

 

 

 

 

 

 

・本時の流れと，評価基準について確認させる。 

・資料について確認をする。 

資料１：ルール改正前とルール改正後のスキー板 

の長さの規定 

 資料２：ルール改正前の世界選手権の結果とルー 

ル改正後の結果 

 資料３：スキージャンプの採点方法 

（※参考資料として） 

・スキーの板の長さは，身長が基準となっているこ 

とを確認する。 

・身長をｘｃｍ，スキー板の長さをｙｃｍとすると， 

改正前：ｙ＝ｘ＋80，改正後：ｙ＝1.46ｘと表す 

ことができ，ルール改正前は一次関数，ルール改 

正後は比例の関係であることを確認する。 

・資料１の提示後，資料２の提示の前に，自分が選 

手だとしたら，改正前と改正後でスキー板の長さ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【パフォーマンス課題②】 

１９９９年のスキージャンプ世界選手権大会では，日本人が金銀銅を独占しましたが，その後の

ルール変更により，翌２００１年の大会では，日本人がメダルを手にすることができませんでした。

日本スキー連盟の会長であるあなたは，「日本人が活躍できなかったのは，このルール変更にある」

という日本人選手のファンの声を受けて，国際スキー連盟に抗議するかどうか悩んでいます。次の

資料をもとに，抗議をするかしないか決断してください。またその理由も説明してください。 

資料１ ルール改正前・後におけるスキー板の長さの計算式 

 

 
 

資料２ スキージャンプ 世界選手権 ノーマルヒルの結果 

 

 

 

 

資料３ スキージャンプの採点方法 

 

 

 

 

 

 

 

 

ルール改正前  （スキー板の長さ）＝ （身長）＋８０ 

ルール改正後  （スキー板の長さ）＝ （身長）×１．４６ （身長の単位：ｃｍ） 

順位 国・地域 選手 身長

金 　ポーランド アダム・マリシュ 170

銀 ドイツ マルティン・シュミット 185

銅 オーストリア マルティン・ヘルバルト 182

4 オーストリア シュテファン・ホルンガッハー 180

5 日本 原田雅彦 173

8 日本 葛西紀明 176

スキージャンプ　世界選手権　（２００１年）　　　　　ルール改正後

順位 国・地域 選手 身長

金 日本 船木和喜 175

銀 日本 宮平秀治 172

銅 日本 原田雅彦 173

4 フィンランド ヤンネ・アホネン 184

5 オーストリア マルティン・ヘルバルト 182

5 日本 葛西紀明 176

スキージャンプ　世界選手権　（１９９９年）　　　　　ルール改正前

現在ではこの「V字飛行」が一般的。以前はスキー

板をそろえて飛ぶ飛型（クラシックスタイル）が美
しいとされ，V字飛行は飛型点で大幅な減点対象に
なっていた。しかし減点されても V字飛行の方が飛

距離が出て全体の得点が上がっていたことから採
用する選手が増え，その後規定が変更されて減点対
象から外された経緯がある。 

これが正しい着地姿勢。「テレマーク姿勢」と呼ば
れる。両腕を広げ，足を前後に開く。 

実行 

【本時のめあて】 

学習したことを活用して，パフォーマンス課題②を解決しよう。 

 



 

 

 

 

がどのように変わるか計算させる。 

・スキージャンプの競技がどのようなものであるか 

写真や映像などでイメージをつくる。 

展
開
①
（
２
０
分
） 

・個人思考（４人グループによる） 

・資料から何を調べたらよいか見通 

しを持つ。 

・どうすれば，ルール改正の是非を 

判断することができるのか考え 

る。 

・資料をどのように整理すれば，ルール改正の是非 

 を判断することができるのかを考えさせる。 

⇒まずはルール改正前と改正後で，スキーの板の 

長さがどのように変わったのか調べてみよう。 

・必要があれば電卓を使用できるよう準備をさせて 

おく。 

・ルールでは飛距離の計算について，ｃｍ未満は切 

り捨てることを伝える。 

・表やグラフに整理するための思考ツールを人数分 

準備しておき，必要に応じて使用するよう指示す 

る。 

【思考ツール：グラフ】  

 

 

 

 

 

【思考ツール：表１】 

 

 

 

【思考ツール：表２】 

 

 

 

 

 

 

 

 

ア－④ 

具体的な事象から

取り出した２つの

数量の関係につい

て，自ら課題を見

いだし，その課題

解決のために他者

の考えも踏まえよ

りよい方法を見い

だそうとしてい

る。 

（ワークシート） 

【主－①，他－①,②】 

 

 

 

 

 

 

 

展
開
②
（
１
０
分
） 

・集団思考 ・根拠を持った決断に近づくために参考となりそう 

な生徒の考えを２名程度指名し，全体へ発表させ 

る。 

 （例）私は，選手ごとに改正前と改正後のスキー 

の板の長さについて表でまとめました。 

表からは，・・・ 

 （例）僕は，ルールの改正前と改正後の身長とス 

キーの板の長さの関係をグラフにして考え 

ました。グラフからは，・・・ 

展
開
③
（
５
分
） 

・個人思考 

・集団思考を受け，さらに自分の考 

えをビルドアップさせる。 

・席を前向きにし，個人で思考を整理させる。 

・文章で決断した理由を書かせるが，それに必要な 

表や式，グラフも載せておくことを確認する。 

・授業後ワークシートを提出させ，評価基準に基づ 

き評価を行う。 

ま
と
め
（
５
分
） 

・本時のパフォーマンス課題につい 

てまとめを行う。 

・日本スキー連盟は抗議しなかったことを伝え，こ

のことについて，生徒に考えを問う。 

 

・振り返りをする ・自らの考えや思考がこの一時間でどのように変化

したのかを視点に振り返りを行う。 

・数学的根拠をもとに判断することの意義について

生徒に感想を書かせる。 
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【本単元参考文献及び題材引用資料】 

・「一次関数における学力向上のための指導法の研究～ 既習内容を生かそうとする意識の向上を

中心にして～」國分康広（福島県教育センター 平成 19 年度 長期研究員 個人研究報告書） 

・「式やグラフに基づいて，公正・公平な判断力を養う授業（一次関数）高知県土佐市立高岡中学 

校の実践から学ぶ」新井仁（数学教育 2016 年 1月号 明治図書） 

 

 

 

 

 

 
学 習 活 動 指導上の留意点 

評価規準 

(評価方法) 

【資質・能力の評価】 

導
入
（
５
分
） 

 
 

 

 

 

・この章で学習してきたことについて，大きく何に 

ついて学習したのかを生徒に確認する。 

・この章で学習した，一次関数について，何が分か 

り，何ができるようになったのかを，この時間で 

振り返ることを確認する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

展
開
（
３
５
分
） 

・この章で学習した，一次関数につ 

いての振り返りをする。 

 

 

 

 

 

 

【コンセプトマップ：15～18 時間分】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・一次関数について，単元で学習したことをコンセ 

プトマップにまとめさせる。 

・ノートや教科書を参考に自分の言葉でまとめさせ 

る。 

・机間指導により，学習してきたことの過程がイメ 

ージできるようなまとめ方をしている生徒につい 

ては評価をし，全体にも紹介する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

エ－⑤ 

一次関数につい

て，身に付いた事

を整理するととも

に，日常のさまざ

まな事象におい

て，一次関数を活

用することで，変

化や対応の様子を

調べたり，予測し

たりすることがで

きたことを振り返

ることができる。
（コンセプトマップ） 

 

 

 

ま
と
め 

 
（
１
０
分
） 

・単元を振り返る。 ・完成したコンセプトマップをもとに，本単元で学 

習した事の振り返りを発表させる。 

 

振り返り 

【本時のめあて】 

本単元で学習した事を振り返り，まとめよう。 

 


